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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートへ向けてインクを吐出する記録ヘッドと、
　前記インクを収容するインク収容部から前記記録ヘッドへ至る前記インクの供給経路上
で前記インクを加熱可能なヒーターと、
　自装置を統括的に制御し、予め定められた給電停止条件を充足した場合の待機モードに
おいて給電が停止される第１制御部と、
　自装置内部の温度を検出する温度検出部、及び前記温度検出部による検出温度が予め定
められた基準温度未満となった場合に前記ヒーターを駆動するヒーター駆動部を含み、前
記第１制御部とは別に設けられ、前記第１制御部よりも消費電力が小さく、前記待機モー
ドにおいて給電される第２制御部と、
　前記供給経路上に設けられ、前記インクを貯留する中間貯留部と、
　を備え、
　前記ヒーターは、前記記録ヘッド及び前記中間貯留部に設けられるインクジェット記録
装置。
【請求項２】
　シートへ向けてインクを吐出する複数の記録ヘッドと、
　前記インクを収容するインク収容部から前記記録ヘッドへ至る前記インクの供給経路上
で前記インクを加熱可能なヒーターと、
　自装置を統括的に制御し、予め定められた給電停止条件を充足した場合の待機モードに
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おいて給電が停止される第１制御部と、
　自装置内部の温度を検出する温度検出部、及び前記温度検出部による検出温度が予め定
められた基準温度未満となった場合に前記ヒーターを駆動するヒーター駆動部を含み、前
記第１制御部とは別に設けられ、前記第１制御部よりも消費電力が小さく、前記待機モー
ドにおいて給電される第２制御部と、
　前記記録ヘッド各々から予め定められた特定距離以上離間して設けられ、設置位置にお
ける温度に応じた電気信号を出力する第１温度センサーと、
　前記記録ヘッド各々に設けられ、前記インクの温度に応じた電気信号を出力する第２温
度センサーと、
　を備え、
　前記ヒーターは、少なくとも前記記録ヘッド各々に設けられ、
　前記第１制御部は、前記第２温度センサーから出力される電気信号に基づいて前記記録
ヘッドに設けられた前記ヒーターの駆動を制御し、
　前記温度検出部は、前記第１温度センサーから出力される電気信号に基づいて自装置内
部の温度を検出するインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記第２制御部は、予め定められた駆動停止条件を充足した場合に前記ヒーターの駆動
を停止させる、
　請求項１又は２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記駆動停止条件は、前記温度検出部による検出温度が前記基準温度より高い予め定め
られた特定温度を超えること、又は前記ヒーターの駆動時から予め定められた特定時間が
経過することを含む、
　請求項３に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記第２制御部は、前記第１制御部への給電が停止されている間だけ給電される、
　請求項１～４のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　複数の前記記録ヘッドと、
　前記記録ヘッド各々から予め定められた特定距離以上離間して設けられ、設置位置にお
ける温度に応じた電気信号を出力する第１温度センサーと、を備え、
　前記温度検出部は、前記第１温度センサーから出力される電気信号に基づいて自装置内
部の温度を検出する、
　請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記記録ヘッドに設けられ、前記インクの温度に応じた電気信号を出力する第２温度セ
ンサーを備え、
　前記記録ヘッドは、圧電素子を用いて前記インクを吐出し、
　前記第１制御部は、前記第２温度センサーから出力される電気信号に基づいて前記圧電
素子に印加される印加電圧を制御する、
　請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記供給経路上に設けられ、前記インクを貯留する中間貯留部を備え、
　前記ヒーターは、前記記録ヘッド及び前記中間貯留部に設けられる、
　請求項２に記載のインクジェット記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　インクジェット記録装置では、記録ヘッドからシートへ向けてインクが吐出されて、シ
ートに画像が形成される。また、インクジェット記録装置では、インクの温度が変化する
と、温度変化によるインクの粘性の変化により記録ヘッドにおけるインクの吐出量が変化
して、印刷される印刷物の画質が低下することがある。これに対し、温度センサーにより
検出されるインクの温度に応じてインクを加熱するヒーターの駆動を制御する構成が知ら
れている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２０７０６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、インクジェット記録装置では、ユーザーによる主電源スイッチの操作などに
応じて、動作モードが通常モードから前記通常モードより消費電力が低減される待機モー
ドへ移行することがある。また、インクジェット記録装置では、待機モードから通常モー
ドへの復帰後に直ちに印刷が行えるように、待機モード時においてヒーターの駆動制御が
実行されることがある。ここで、待機モード時におけるヒーターの駆動制御が、インクジ
ェット記録装置を統括的に制御するメイン制御部により実行される場合には、待機モード
時においてもメイン制御部への給電を継続する必要がある。
【０００５】
　本発明の目的は、待機モード時における消費電力を低減可能なインクジェット記録装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るインクジェット記録装置は、記録ヘッドと、ヒーターと、第１制御部と、
第２制御部とを備える。前記記録ヘッドは、シートへ向けてインクを吐出する。前記ヒー
ターは、前記インクを収容するインク収容部から前記記録ヘッドへ至る前記インクの供給
経路上で前記インクを加熱可能である。前記第１制御部は、自装置を統括的に制御し、予
め定められた給電停止条件を充足した場合に給電が停止される。前記第２制御部は、自装
置内部の温度を検出する温度検出部、及び前記温度検出部による検出温度が予め定められ
た基準温度未満となった場合に前記ヒーターを駆動するヒーター駆動部を含み、前記第１
制御部とは別に設けられる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、待機モード時における消費電力を低減可能なインクジェット記録装置
が実現される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の構成を示す図である
。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の記録部の構成を示す
図である。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置のインク供給部の構成
を示す図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の制御部の構成を示す
ブロック図である。
【図５】図５は、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置で実行される第１駆動
制御処理の一例を示すフローチャートである。
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【図６】図６は、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置で実行されるモード移
行処理の一例を示すフローチャートである。
【図７】図７は、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置で実行される第２駆動
制御処理の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、添付図面を参照しながら、本発明の実施形態について説明し、本発明の理解に供
する。なお、以下の実施形態は、本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範囲
を限定するものではない。
【００１０】
［インクジェット記録装置１０の概略構成］
　まず、図１～図４を参照しつつ、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置１０
の概略構成について説明する。ここで、図１はインクジェット記録装置１０の構成を示す
断面模式図である。また、図２は記録部３の構成を示す平面図である。また、図３はイン
ク供給部７の構成を示す模式図である。なお、図４では、第１制御部８１、第２制御部８
２、及び第３制御部８３における電気信号の送受信が矢印線により、給電部８４による給
電経路が二点鎖線により示されている。
【００１１】
　インクジェット記録装置１０は、インクジェット方式で画像を形成可能なプリンターで
ある。なお、本発明は、インクジェット方式で画像を形成可能なファクシミリ装置、コピ
ー機、及び複合機などのインクジェット記録装置に適用されてもよい。
【００１２】
　図１及び図３に示されるように、インクジェット記録装置１０は、給紙カセット１、給
紙部２、記録部３、インクコンテナ部４、搬送ユニット５、排紙部６、インク供給部７、
及び制御部８を備える。
【００１３】
　給紙カセット１には、インクジェット記録装置１０において印刷対象となるシートが収
容される。例えば、給紙カセット１に収容されるシートは、紙、コート紙、ハガキ、封筒
、及びＯＨＰシートなどのシート材料である。
【００１４】
　給紙部２は、給紙カセット１に収容されているシートを記録部３に供給する。図１に示
されるように、給紙部２は、ピックアップローラー２１、搬送ローラー２２、搬送路２３
、レジストローラー２４、手差しトレイ２５、及び給紙ローラー２６を備える。ピックア
ップローラー２１は、給紙カセット１からシートを１枚ずつ取り出す。搬送ローラー２２
は、ピックアップローラー２１によって取り出されたシートをレジストローラー２４まで
搬送する。搬送路２３は、給紙カセット１及び手差しトレイ２５から記録部３へ至るシー
トの移動通路である。レジストローラー２４は、所定の搬送タイミング（画像の書き出し
タイミング）でシートを記録部３に搬送する。手差しトレイ２５及び給紙ローラー２６は
、外部からシートを供給するために用いられる。
【００１５】
　記録部３は，給紙部２から供給されるシートに画像を記録する。図１に示されるように
、記録部３は、ブラック、シアン、マゼンタ、イエローの各色に対応するラインヘッド３
１、３２、３３、３４と、これらを支持するヘッドフレーム３５とを備える。ヘッドフレ
ーム３５はインクジェット記録装置１０の筐体１１に支持されている。なお、記録部３の
備えるラインヘッドの数は、１つであってもよく、４を除く複数であってもよい。
【００１６】
　ラインヘッド３１～３４は、所謂ラインヘッド型の記録ヘッドである。即ち、インクジ
ェット記録装置１０は、所謂ラインヘッド型のインクジェット記録装置である。ラインヘ
ッド３１～３４は、シートの搬送方向Ｄ１に垂直な幅方向Ｄ２（図２参照）に長尺である
。具体的に、ラインヘッド３１～３４各々は、幅方向Ｄ２において、給紙カセット１に収
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容可能なシートのうち最大サイズのシートの幅に対応する長さを有する。ラインヘッド３
１～３４各々は、シートの搬送方向Ｄ１に沿って所定間隔を隔てられて、ヘッドフレーム
３５に固定されている。
【００１７】
　図２に示されるように、ラインヘッド３１～３４各々は、複数の記録ヘッド３０を有す
る。記録ヘッド３０は、搬送ユニット５によって搬送されるシートへ向けてインクを吐出
する。具体的に、記録ヘッド３０における搬送ユニット５によって搬送されるシートとの
対向面３０Ａ（図１参照）には、開口を有するインク吐出用の多数のノズル３０Ｂが設け
られている。また、記録ヘッド３０は、ノズル３０Ｂ各々に対応する加圧室（不図示）、
前記加圧室各々に対応して設けられる圧電素子３０３（図４参照）、及び前記加圧室各々
と連通する連通流路（不図示）を備える。圧電素子３０３は、電圧の印加に応じてノズル
３０Ｂからインクを吐出させる。具体的に、圧電素子３０３は、前記加圧室に収容されて
いるインクを加圧することで、ノズル３０Ｂからインクを吐出させる。
【００１８】
　また、記録ヘッド３０は、図４に示されるように、第２温度センサー３０１、及びヒー
ター３０２を備える。第２温度センサー３０１は、前記連通流路におけるインクの温度に
応じた電気信号を出力する。ヒーター３０２は、前記連通流路でインクを加熱可能である
。第２温度センサー３０１は、制御部８による圧電素子３０３の駆動制御に用いられる。
また、第２温度センサー３０１は、制御部８によるヒーター３０２の駆動制御に用いられ
る。
【００１９】
　本実施形態では、ラインヘッド３１は、幅方向Ｄ２に沿って３つの記録ヘッド３０が千
鳥状に配列されている。また、他のラインヘッド３２～３４各々も、ラインヘッド３１と
同様に、幅方向Ｄ２に沿って３つの記録ヘッド３０が千鳥状に配列されている。なお、図
２には、記録部３を図１の上側から見た状態が示されている。
【００２０】
　インクコンテナ部４は、ブラック、シアン、マゼンタ、イエローの各色に対応するイン
クが収容されたインクコンテナ４１、４２、４３、４４を備える。インクコンテナ４１～
４４は、インク供給部７を介して同色のラインヘッド３１～３４各々に接続されている。
ここに、インクコンテナ４１～４４各々が、本発明におけるインク収容部の一例である。
【００２１】
　搬送ユニット５は、ラインヘッド３１～３４の下方に配置されている。搬送ユニット５
は、シートを記録ヘッド３０の対向面３０Ａに対向させつつ搬送する。図１に示されるよ
うに、搬送ユニット５は、シートが載置される用紙搬送ベルト５１、用紙搬送ベルト５１
を張架する張架ローラー５２～５４、及びこれらを支持する搬送フレーム５５を備える。
なお、用紙搬送ベルト５１と対向面３０Ａとの間隙は、例えば、画像記録時のシートの表
面と対向面３０Ａとの間隙が１ｍｍとなるように調整される。
【００２２】
　張架ローラー５２は、不図示のモーターの回転軸に連結されている。張架ローラー５２
が、前記モーターの駆動により反時計回りに回転されると、用紙搬送ベルト５１がシート
を搬送方向Ｄ１へ搬送可能な方向に回動する。これにより、給紙部２から供給されたシー
トは、用紙搬送ベルト５１の回動によって記録部３を経て排紙部６へ向けて搬送される。
なお、搬送ユニット５には、シートを用紙搬送ベルト５１に吸着させるべく、用紙搬送ベ
ルト５１に形成された多数の貫通孔から吸気を行う吸引ユニット（不図示）なども設けら
れている。また、張架ローラー５３の対向位置には、シートを用紙搬送ベルト５１に押し
つけて搬送させるための圧ローラー５６が設けられている。
【００２３】
　排紙部６は、記録部３よりも搬送方向Ｄ１の下流側に設けられている。図１に示される
ように、排紙部６は、乾燥装置６１、搬送路６２、排紙ローラー６３、及び排紙トレイ６
４を備える。乾燥装置６１は、例えばシートに送風することにより、シートに付着したイ
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ンクを乾燥させる。そして、乾燥装置６１によって乾燥されたシートは、搬送路６２に送
り出されて、排紙ローラー６３によって排紙トレイ６４に排出される。
【００２４】
　インク供給部７は、インクコンテナ部４に収容されているインクを記録部３のラインヘ
ッド３１～３４各々に供給する。図３に示されるように、インク供給部７は、第１供給路
７１、サブタンク７２、ポンプ７３、第２供給路７４、及びシリンジポンプ７５を備える
。インク供給部７は、インクコンテナ４１～４４各々に対応して設けられる。なお、図３
には、インクコンテナ４１に対応するインク供給部７が示されている。
【００２５】
　第１供給路７１は、インクコンテナ４１とサブタンク７２とを接続するインクの移動通
路である。サブタンク７２は、インクコンテナ４１からラインヘッド３１へ至るインクの
供給経路上に設けられ、インクを貯留する。サブタンク７２は、内部に貯留されるインク
の水面より上の空間の気圧が大気圧と同じになるように、その上部に外部と連通する通気
孔が設けられている。また、サブタンク７２は、インクコンテナ４１より上側の位置に設
けられている。ポンプ７３は、第１供給路７１に設けられ、インクコンテナ４１に収容さ
れているインクを汲み上げてサブタンク７２に供給する。サブタンク７２には、予め定め
られた基準位置でインクの水面を検出する不図示のセンサーが設けられている。インクジ
ェット記録装置１０では、前記センサーによる検出結果に基づいて、サブタンク７２に貯
留されるインクの水面が前記基準位置から予め定められた範囲内に収まるように、ポンプ
７３からのインクの供給量が制御される。第２供給路７４は、サブタンク７２と記録ヘッ
ド３０各々の前記連通流路とを接続するインクの移動通路である。インクジェット記録装
置１０では、サブタンク７２内の前記基準位置が記録ヘッド３０の対向面３０Ａから下方
へ予め定められた距離だけ離間するように、サブタンク７２が配置されている。これによ
り、記録ヘッド３０のノズル３０Ｂ内に負圧状態が形成されている。シリンジポンプ７５
は、第２供給路７４に設けられる。シリンジポンプ７５は、記録ヘッド３０のノズル３０
Ｂからインクを排出するパージ動作等に用いられる。
【００２６】
　また、サブタンク７２は、図４に示されるように、第３温度センサー７２１、及びヒー
ター７２２を備える。第３温度センサー７２１は、サブタンク７２におけるインクの温度
に応じた電気信号を出力する。ヒーター７２２は、サブタンク７２でインクを加熱可能で
ある。第３温度センサー７２１は、制御部８によるヒーター７２２の駆動制御に用いられ
る。ここに、サブタンク７２が、本発明における中間貯留部の一例である。
【００２７】
　ところで、インクジェット記録装置１０では、インクの温度が変化すると、温度変化に
よるインクの粘性の変化により記録ヘッド３０におけるインクの吐出量が変化して、印刷
される印刷物の画質が低下する。これに対し、温度センサーにより検出されるインクの温
度に応じてインクを加熱するヒーターの駆動を制御する構成が知られている。
【００２８】
　また、インクジェット記録装置１０では、後述するように、ユーザーによる主電源スイ
ッチ（不図示）の操作などに応じて、動作モードが通常モードから前記通常モードより消
費電力が低減される待機モードへ移行する。また、インクジェット記録装置１０では、前
記待機モードから前記通常モードへの復帰後に直ちに印刷が行えるように、前記待機モー
ド時においてヒーター３０２及びヒーター７２２の駆動制御が実行される。ここで、前記
待機モード時におけるヒーター３０２及びヒーター７２２の駆動制御が、インクジェット
記録装置１０を統括的に制御するメイン制御部により実行される場合には、前記待機モー
ド時においても前記メイン制御部への給電を継続する必要がある。
【００２９】
　これに対し、本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置１０では、以下に説明す
るように、前記待機モード時における消費電力を低減することが可能である。
【００３０】
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　以下、図４を参照しつつ、制御部８について説明する。図４に示されるように、制御部
８は、第１制御部８１、第２制御部８２、第３制御部８３、及び給電部８４を備える。
【００３１】
　第１制御部８１は、インクジェット記録装置１０を統括的に制御する。第１制御部８１
は、不図示のＣＰＵ、ＲＯＭ、及びＲＡＭなどの制御機器を備える。前記ＣＰＵは、各種
の演算処理を実行するプロセッサーである。前記ＲＯＭは、前記ＣＰＵに各種の処理を実
行させるための制御プログラムなどの情報が予め記憶される不揮発性の記憶部である。前
記ＲＡＭは、前記ＣＰＵが実行する各種の処理の一時記憶メモリー（作業領域）として使
用される揮発性の記憶部である。第１制御部８１では、前記ＣＰＵにより前記ＲＯＭに予
め記憶された各種の制御プログラムが実行される。これにより、インクジェット記録装置
１０が第１制御部８１により統括的に制御される。
【００３２】
　また、第１制御部８１は、第２温度センサー３０１から出力される電気信号に基づいて
、圧電素子３０３に印加される印加電圧を制御する。例えば、インクジェット記録装置１
０では、第２温度センサー３０１によって検出されるインクの温度と前記印加電圧とが対
応付けられたテーブルデータが予め前記ＲＯＭに格納されている。第１制御部８１は、第
２温度センサー３０１によって検出されるインクの温度及び前記テーブルデータに基づい
て、前記印加電圧を設定する。これにより、インクの温度に関わらずノズル３０Ｂからの
インクの吐出量が一定に維持されて、インクの温度変化に起因する印刷物の画質の低下が
抑制される。
【００３３】
　ここで、インクの温度が前記印加電圧の上限値に対応する温度より低い場合には、ノズ
ル３０Ｂからのインクの吐出量を一定に維持することができず、印刷物の画質が低下する
。例えば、インクジェット記録装置１０では、前記印加電圧の上限値に対応する温度は１
８度である。これに対し、インクジェット記録装置１０では、第１制御部８１により、第
２温度センサー３０１及び第３温度センサー７２１から出力される電気信号に基づいてヒ
ーター３０２及びヒーター７２２の駆動を制御する第１駆動制御処理が実行される。
【００３４】
　具体的に、第１制御部８１は、第２温度センサー３０１によって検出されるインクの温
度が予め定められた基準温度未満となった場合に、ヒーター３０２を駆動する。例えば、
前記基準温度は、前記印加電圧の上限値に対応する温度と同じ１８度、又はそれ以上の温
度である。また、第１制御部８１は、第２温度センサー３０１によって検出されるインク
の温度が前記基準温度より高い予め定められた特定温度を超えた場合に、ヒーター３０２
の駆動を停止させる。例えば、前記特定温度は２５度である。なお、第１制御部８１は、
ヒーター３０２の駆動時から予め定められた時間が経過したことなどの他の条件の充足に
応じて、ヒーター３０２の駆動を停止させてもよい。
【００３５】
　また、第１制御部８１は、第３温度センサー７２１によって検出されるインクの温度が
前記基準温度未満となった場合に、ヒーター７２２を駆動する。また、第１制御部８１は
、第３温度センサー７２１によって検出されるインクの温度が前記特定温度を超えた場合
に、ヒーター７２２の駆動を停止させる。
【００３６】
　なお、インクジェット記録装置１０において、第１制御部８１による第２温度センサー
３０１によって検出されるインクの温度に応じた前記印加電圧の制御は実行されなくても
よい。
【００３７】
　第３制御部８３は、外部の通信装置との間でデータ通信を実行することが可能である。
具体的に、第３制御部８３は、不図示の通信インターフェイスを制御して外部の通信装置
との間でデータ通信を実行する。例えば、第３制御部８３は、集積回路（ＡＳＩＣ、ＤＳ
Ｐ）などの電子回路で構成される。
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【００３８】
　また、第３制御部８３は、インクジェット記録装置１０の動作モードを切り替えるモー
ド移行処理を実行する。
【００３９】
　具体的に、第３制御部８３は、予め定められた給電停止条件を充足した場合に、インク
ジェット記録装置１０の動作モードを前記通常モードから前記待機モードに移行させる。
例えば、前記給電停止条件には、不図示の操作部に対する無操作状態が予め定められた時
間継続すること、及び前記主電源スイッチが操作されることが含まれる。
【００４０】
　例えば、第３制御部８３は、前記給電停止条件を充足した場合に、給電部８４に第１制
御部８１を含むインクジェット記録装置１０の各構成に対する給電を、第３制御部８３を
含む一部の構成を除いて停止させる。即ち、インクジェット記録装置１０において、第１
制御部８１は、自装置の動作モードが前記待機モードである場合に、給電部８４からの給
電の停止により休止する。また、第３制御部８３は、前記給電停止条件を充足した場合に
、給電部８４に第２制御部８２への給電を開始させる。
【００４１】
　また、第３制御部８３は、予め定められた給電再開条件を充足した場合に、インクジェ
ット記録装置１０の動作モードを前記待機モードから前記通常モードに移行させる。例え
ば、前記給電再開条件には、前記操作部又は前記主電源スイッチが操作されること、及び
外部の通信装置から印刷ジョブを受信することが含まれる。
【００４２】
　例えば、第３制御部８３は、前記給電再開条件を充足した場合に、給電部８４に第１制
御部８１を含むインクジェット記録装置１０の各構成に対する給電を再開させる。また、
第３制御部８３は、前記給電再開条件を充足した場合に、給電部８４に第２制御部８２へ
の給電を停止させる。即ち、インクジェット記録装置１０において、第２制御部８２は、
自装置の動作モードが前記待機モードである場合にのみ給電部８４からの給電を受ける。
なお、第２制御部８２は、自装置の動作モードが前記通常モードである場合にも、給電部
８４からの給電を受けてもよい。
【００４３】
　第２制御部８２は、第１制御部８１とは別に設けられた制御部である。具体的に、第２
制御部８２は、集積回路（ＡＳＩＣ、ＤＳＰ）などの電子回路で構成される。
【００４４】
　第２制御部８２は、動作モードが前記待機モードである場合にヒーター３０２及びヒー
ター７２２の駆動を制御する第２駆動制御処理を実行する。図４に示されるように、第２
制御部８２は、温度検出部８２１及びヒーター駆動部８２２を含む。
【００４５】
　温度検出部８２１は、自装置内部の温度を検出する。具体的に、インクジェット記録装
置１０には、自装置内部の温度の検出に用いられる第１温度センサー８２３（図４参照）
が設けられている。例えば、第１温度センサー８２３は、インクジェット記録装置１０の
筐体１１内部におけるラインヘッド３１～３４の記録ヘッド３０各々から予め定められた
特定距離以上離間した位置に設けられ、設置位置における温度に応じた電気信号を出力す
る。例えば、前記特定距離は１０センチメートルである。温度検出部８２１は、第１温度
センサー８２３から出力される電気信号に基づいて、自装置内部の温度を検出する。なお
、温度検出部８２１は、いずれかの記録ヘッド３０に対応する第２温度センサー３０１を
用いて、自装置内部の温度を検出してもよい。
【００４６】
　ヒーター駆動部８２２は、温度検出部８２１による検出温度が前記基準温度未満となっ
た場合に、ヒーター３０２及びヒーター７２２を駆動する。また、ヒーター駆動部８２２
は、予め定められた駆動停止条件を充足した場合に、ヒーター３０２及びヒーター７２２
の駆動を停止させる。例えば、前記駆動停止条件は、前記検出温度が前記特定温度を超え
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ることである。なお、前記駆動停止条件は、ヒーター３０２及びヒーター７２２の駆動時
から予め定められた特定時間が経過することであってもよく、その他の条件であってもよ
い。
【００４７】
　給電部８４は、外部の商用電源から供給される電力を、インクジェット記録装置１０の
各構成に供給する。例えば、給電部８４は、外部の商用電源から供給される交流電圧を直
流電圧に変換するＡＣ－ＤＣコンバーターである。
【００４８】
［第１駆動制御処理］
　以下、図５を参照しつつ、インクジェット記録装置１０において第１制御部８１により
実行される前記第１駆動制御処理の手順の一例について説明する。ここで、ステップＳ１
１、Ｓ１２・・・は、第１制御部８１により実行される処理手順（ステップ）の番号を表
している。なお、第１制御部８１は、個々の記録ヘッド３０ごとに前記第１駆動制御処理
を実行する。また、第１制御部８１は、個々のサブタンク７２ごとに前記第１駆動制御処
理を実行する。以下、一つの記録ヘッド３０に対応して実行される前記第１駆動制御処理
について説明する。
【００４９】
＜ステップＳ１１＞
　まず、ステップＳ１１において、第１制御部８１は、第２温度センサー３０１によって
検出されるインクの温度が前記基準温度未満であるか否かを判断する。
【００５０】
　ここで、第１制御部８１は、第２温度センサー３０１によって検出されるインクの温度
が前記基準温度未満であると判断すると（Ｓ１１のＹｅｓ側）、処理をステップＳ１２に
移行させる。また、第２温度センサー３０１によって検出されるインクの温度が前記基準
温度未満でなければ（Ｓ１１のＮｏ側）、第１制御部８１は、ステップＳ１１で第２温度
センサー３０１によって検出されるインクの温度が前記基準温度未満となるのを待ち受け
る。
【００５１】
＜ステップＳ１２＞
　ステップＳ１２において、第１制御部８１は、ヒーター３０２を駆動する。
【００５２】
＜ステップＳ１３＞
　ステップＳ１３において、第１制御部８１は、第２温度センサー３０１によって検出さ
れるインクの温度が前記特定温度を超えているか否かを判断する。
【００５３】
　ここで、第１制御部８１は、第２温度センサー３０１によって検出されるインクの温度
が前記特定温度を超えていると判断すると（Ｓ１３のＹｅｓ側）、処理をステップＳ１４
に移行させる。また、第２温度センサー３０１によって検出されるインクの温度が前記特
定温度を超えていなければ（Ｓ１３のＮｏ側）、第１制御部８１は、ステップＳ１３で第
２温度センサー３０１によって検出されるインクの温度が前記特定温度を超えるのを待ち
受ける。
【００５４】
＜ステップＳ１４＞
　ステップＳ１４において、第１制御部８１は、ヒーター３０２の駆動を停止させる。
【００５５】
［モード移行処理］
　次に、図６を参照しつつ、インクジェット記録装置１０において第３制御部８３により
実行されるモード移行処理の手順の一例について説明する。
【００５６】
＜ステップＳ２１＞
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　まず、ステップＳ２１において、第３制御部８３は、前記給電停止条件を充足したか否
かを判断する。
【００５７】
　ここで、第３制御部８３は、前記給電停止条件を充足したと判断すると（Ｓ２１のＹｅ
ｓ側）、処理をステップＳ２２に移行させる。また、前記給電停止条件を充足していなけ
れば（Ｓ２１のＮｏ側）、第３制御部８３は、ステップＳ２１で前記給電停止条件の充足
を待ち受ける。
【００５８】
＜ステップＳ２２＞
　ステップＳ２２において、第３制御部８３は、給電部８４に第１制御部８１を含むイン
クジェット記録装置１０の各構成に対する給電を停止させる。
【００５９】
＜ステップＳ２３＞
　ステップＳ２３において、第３制御部８３は、給電部８４に第２制御部８２への給電を
開始させる。これにより、ヒーター３０２及びヒーター７２２の駆動制御の主体が第１制
御部８１から第２制御部８２に切り替わる。
【００６０】
＜ステップＳ２４＞
　ステップＳ２４において、第３制御部８３は、前記給電再開条件を充足したか否かを判
断する。
【００６１】
　ここで、第３制御部８３は、前記給電再開条件を充足したと判断すると（Ｓ２４のＹｅ
ｓ側）、処理をステップＳ２５に移行させる。また、前記給電再開条件を充足していなけ
れば（Ｓ２４のＮｏ側）、第３制御部８３は、ステップＳ２４で前記給電再開条件の充足
を待ち受ける。
【００６２】
＜ステップＳ２５＞
　ステップＳ２５において、第３制御部８３は、給電部８４に第２制御部８２への給電を
停止させる。
【００６３】
＜ステップＳ２６＞
　ステップＳ２６において、第３制御部８３は、給電部８４に第１制御部８１を含むイン
クジェット記録装置１０の各構成に対する給電を再開させる。これにより、ヒーター３０
２及びヒーター７２２の駆動制御の主体が第２制御部８２から第１制御部８１に切り替わ
る。
【００６４】
［第２駆動制御処理］
　次に、図７を参照しつつ、インクジェット記録装置１０において第２制御部８２により
実行される第２駆動制御処理の手順の一例について説明する。
【００６５】
＜ステップＳ３１＞
　まず、ステップＳ３１において、第２制御部８２は、第１温度センサー８２３によって
検出される自装置内部の温度が前記基準温度未満であるか否かを判断する。
【００６６】
　ここで、第２制御部８２は、第１温度センサー８２３によって検出される自装置内部の
温度が前記基準温度未満であると判断すると（Ｓ３１のＹｅｓ側）、処理をステップＳ３
２に移行させる。また、第１温度センサー８２３によって検出される自装置内部の温度が
前記基準温度未満でなければ（Ｓ３１のＮｏ側）、第２制御部８２は、ステップＳ３１で
第１温度センサー８２３によって検出される自装置内部の温度が前記基準温度未満となる
のを待ち受ける。
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【００６７】
＜ステップＳ３２＞
　ステップＳ３２において、第２制御部８２は、ヒーター３０２及びヒーター７２２を駆
動する。
【００６８】
　ここで、インクジェット記録装置１０では、第１温度センサー８２３が、ラインヘッド
３１～３４の記録ヘッド３０各々から前記特定距離以上離間した位置に設けられている。
これにより、第２制御部８２が、特定の記録ヘッド３０に設けられた第２温度センサー３
０１を用いてヒーター３０２及びヒーター７２２の駆動制御を実行する構成と比較して、
ヒーター３０２及びヒーター７２２の駆動開始タイミングが遅延することが回避される。
具体的に、当該特定の記録ヘッド３０を含むラインヘッドのみが印刷に用いられた後に動
作モードが前記待機モードに移行した場合に、他のラインヘッドに含まれる記録ヘッド３
０内のインクの温度が前記基準温度未満であるにも関わらず、当該特定の記録ヘッド３０
内のインクの温度が前記基準温度未満ではないために、ヒーター３０２及びヒーター７２
２の駆動が開始されない事態を回避することが可能である。
【００６９】
＜ステップＳ３３＞
　ステップＳ３３において、第２制御部８２は、第１温度センサー８２３によって検出さ
れる自装置内部の温度が前記特定温度を超えているか否かを判断する。
【００７０】
　ここで、第２制御部８２は、第１温度センサー８２３によって検出される自装置内部の
温度が前記特定温度を超えていると判断すると（Ｓ３３のＹｅｓ側）、処理をステップＳ
３４に移行させる。また、第１温度センサー８２３によって検出される自装置内部の温度
が前記特定温度を超えていなければ（Ｓ３３のＮｏ側）、第２制御部８２は、ステップＳ
３３で第１温度センサー８２３によって検出される自装置内部の温度が前記特定温度を超
えるのを待ち受ける。
【００７１】
＜ステップＳ３４＞
　ステップＳ３４において、第２制御部８２は、ヒーター３０２及びヒーター７２２の駆
動を停止させる。
【００７２】
　このように、インクジェット記録装置１０には、動作モードが前記待機モードである場
合にヒーター３０２及びヒーター７２２の駆動制御を実行する第２制御部８２が設けられ
ている。これにより、インクジェット記録装置１０の動作モードが前記待機モードである
場合に、インクジェット記録装置１０を統括的に制御するメイン制御部として機能する第
１制御部８１への給電を停止することが可能である。従って、前記待機モード時における
消費電力を低減することが可能である。
【００７３】
　なお、インクジェット記録装置１０において、サブタンク７２及び記録ヘッド３０を経
由するインクの循環路が形成されており、前記待機モードにおいて前記循環路内をインク
が循環していてもよい。この場合、本発明のヒーターは、前記循環路内のいずれかの位置
に設けられていればよい。
【符号の説明】
【００７４】
１　　　給紙カセット
２　　　給紙部
３　　　記録部
４　　　インクコンテナ部
５　　　搬送ユニット
６　　　排紙部
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７　　　インク供給部
８　　　制御部
１０　　インクジェット記録装置
３０　　記録ヘッド
７１　　第１供給路
７２　　サブタンク
７３　　ポンプ
７４　　第２供給路
７５　　シリンジポンプ
８１　　第１制御部
８２　　第２制御部
８３　　第３制御部
８４　　給電部
３０１　第２温度センサー
３０２　ヒーター
３０３　圧電素子
７２１　第３温度センサー
７２２　ヒーター
８２１　温度検出部
８２２　ヒーター駆動部
８２３　第１温度センサー

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】
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